






















































































































告知対象 著者 調査方法 調査対象 結果・報告内容
脳卒中患者 渡辺（1984） 質問紙調査 患者 117名 9割が告知に賛成
脊椎損傷・
頚椎損傷患者 小山・飛松（1994） 質問紙調査 患者 35名
半数近くが告知をされて良かった。しかし 1
割が告知反対
脊髄損傷患者 今泉・樋田（1999） 質問紙調査 患者 143名 効率よくリハビリに望めることを理由に 8割が告知に賛成











中途視覚障害者 辰巳（2001） 文献研究 視覚障害者のリハビリにつなげるための告知が必要か否か文献から検討
癌患者 梅田ら（2003） 質問紙調査 患者 16名 告知をし積極的な治療が施行できた患者では良好な予後が期待




末期癌患者 前林ら（2005） 事例研究 末期癌患者 2名 告知後の精神症状改善の試みに関する報告相談体勢を整備し気持ちの言語表出を促す
小児癌患者 戈木ら（2005） 質問紙調査 小児癌専門医 362名 告知をしていたのは 9.3%のみ

















































調査方法 調査対象者 いつ 誰が どのように





宮地（2010） 質問紙調査 親 突発的に告知せざるを得ない状況になった（半数） 不明 不明





















岩下・菊池（2010） 面接法 担任 4名母親 10名
学級移籍や病院受診時，本
人から疑問 母 多くが特性の説明





水間（2006） 事例研究 成人本人 高校受験前に不眠で精神科を受診し，診断 医師 不明




新村（2010） 半構造化面接 親 2名 14～15歳本人の疑問，進路選択の際
それぞれ
母，医師 不明
氏家（2015） 事例研究 親 3名 9～16歳本人の疑問，進路選択の際 母（2名），医師 特性の説明と診断名について









方を質問紙調査にて大まかに捉えたもの（田宮ら，2009 ; 宮地，2010 ; 小谷，2011 ; 宮本ら，
2011 ; 岩下・菊池，2010 ; 氏家 2014），自己意識・自己理解の面から，かかわりの変容・発達を






















































て，実態調査の多くは，母親が告知を行っていた（田中ら，2006 ; 田宮ら，2009 ; 岩下・菊池，
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